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第 22 回視覚障害リハビリテーション研究発表大会　総括

� 大会長　安藤伸朗

2013 年 6月に新潟で、第 22回視覚障害リハビリテーション研究発表大会を開催し、無事に終了
致しました。大会の参加者数が予想を超えて多数であったこと、大会中特に混乱なく終了できたこと、
参加者の評判が概ね好評であったこと等々、先ずは一安心しております。

今大会は、「おもてなし」をキーワードに準
備して参りました。プログラムは、一年かけて
実行委員会で練り上げたものです。テーマを、
「『見えない』を『見える』にする『心・技・体』」
とし、特別講演・招待講演は、これに沿って人
選しました。

【特別講演】

心：「視覚障害者に対するこころのケア」 
山田幸男
（信�楽園病院/NPO法人障害者自立支援センタ
ーオアシス）

技：「�視覚障がい者はどうして支援機器を使わ
ないのか？」

林　豊彦
（新潟大学教授　工学部福祉人間工学科）

【招待講演】

市�民公開講座（共催　新潟ロービジョン研究会
2013）

体：「iPS 細胞を用いた網膜再生医療」
高橋政代（理化学研究所）

　　「網膜色素変性、治療への最前線」　
山本修一（千葉大学眼科教授）

【一般講演】

演題が申し込み期限の延長なしで 81題集ま
りました。全ての抄録を抄録作成支援委員会で
吟味して頂き、80％以上の抄録に再提出を求
めましたが、演題提出者は皆、快く再提出して

下さいました。抄録作成支援委員会の皆様の丁
寧なお仕事に敬意を表します。
自由演題（5題）の他に、「スマートサイト」（4

題）を特集演題として取り上げました。ポスタ
ー演題は 72題で、以下の７項目に分類しまし
た～歩行・移動（16 題）、読み（7題）、スマ
ートサイト・連携（7題）、視覚障害教育（7題）、
支援（20題）、支援機器・IT サポート（9題）、
視機能・眼光学・他（6題）

【シンポジウム】

視覚障害者の就労を取り上げました。
「視覚障害者の就労支援」
司会：�星野恵美子（新潟医療福祉大学）	 �

小島紀代子（NPO法人障害者自立支
援センターオアシス）			  �
清水　晃（新潟県上越市）、	 �
今野　靖（新潟公共職業安定所）、	
工藤正一（NPO法人タートル）

【特別企画】

以下の３題です。
１）「歩行訓練の将来」
司会：山�田幸男（NPO法人障害者自立支援

センターオアシス）
　　　清水美知子（歩行訓練士；埼玉県）
　　　松永秀夫（新潟県視覚障害者福祉協会）

２）「視覚障害者とスマートフォン」
　　　渡�辺哲也（新潟大学工学部　福祉人間

工学科）
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３）「盲学校での中途視覚障害者支援」
司会：小西　明（新潟県立新潟盲学校　校長）
話題提供：中村信弘（秋田県立盲学校　校長）
情報提供：田邊佳実

【ランチョンセミナー】

今回は試みとして、学会が主催して行いまし
た。

「ここまで進化している！眼科の検査と治療の
最前線」　
長谷部　日（新潟大学医学部講師；眼科）

「医療のなかでのロービジョンケアの役割」
新井 千賀子（視能訓練士：杏林大学）

「『生きる』を変える，携帯端末と視覚リハ事情」
三宅　琢（Gift Hands）、
氏間　和仁（広島大学）

【関連企画】

「歩行訓練士情報交換会」「視能訓練士講習
会」「地域ブロックの会」を開催しました。毎
回お馴染みの盲導犬体験コーナーも好評でし
た。

参加登録者数は 400 名を超えました（例年
は 200 名、前年の所沢で 300 名）。どの会場
もほぼ満員の状態でした。座長の先生には時間
厳守で臨んで頂き、大きく時間がずれることな
く進行できました。
最終日の招待講演は、どなたでも聴講できる
市民公開講座として開催し、また直前にユース
トリームを介してのネット配信も決まりまし
た。講演会場（300名）・TV中継会場（100名）、
および全国でのネット聴講（400 名）での参
加者を合計すると、800 名超と過去最大規模
となりました。
懇親会は、越後瞽女唄の披露や、利き酒コー
ナーを用意し、200 名を超える方々が参加さ
れ盛況でした。福祉機器展示も、これまでにな
く多くの方が訪問し活気がありました。
ただ参加者数が予想を超えたため御迷惑もお
掛けしてしまいました。会場が狭く立ち見が出
たため講演途中でイスを搬入したり、最終日に
は講演会場を倍の広さに変更したり、何度も予

定の変更を余儀なくさせられました。ランチョ
ンセミナーではお弁当が足りなくなったり、懇
親会も想定外の 200 名を超える方々が参加さ
れ、食べ物が不足がちでした。
ただこうした状況も、実行委員およびスタッ

フの機転を利かせた献身的な活躍で、何とか乗
り切ることが出来ました。そして参加された皆
さまの熱心な討論が繰り広げられ、盛り上がっ
た、有意義な大会になったのではないかと思っ
ております。
本大会の成功を握る５つの鍵として、以下の

5点を掲げておりました。１）多くの方の参加、
２）質の高い実りある議論、３）新潟をアピー
ル、４）収支を赤字にしない、５）発表を原著に。
幸いにも、このすべてを全うできそうです。特
に最後の点に関しては、招待講演（2題）・特
別講演（2題）・ランチョンセミナー（4題）・
シンポジウム（１題）・特別企画（2題）の計
11題を、総説および報告として、「視覚リハビ
リテーション研究」に掲載致します。ご期待下
さい。
何回も準備委員会を開催し苦労もありました

が、笑顔で当日を迎えることが出来、笑顔で無
事に大会を終えることが出来たことですべてが
報われたと思います。
末筆になりましたが、終始丁寧にご指導頂い

た視覚障害リハビリテーション協会、毎月実行
委員会で遅くまで討議して頂いた実行委員、ア
ルバイトとして協力頂いた医師（研修医含め）・
新潟大学工学部・医学部・新潟医療福祉大学の
学生、延べ 50名の誘導ボランティアの皆さま、
新潟市からの手話通訳の方々、労務提供して頂
いた方々、ご寄付を頂いた団体や企業の方々、
後援・支援を頂いた方々の全ての皆様に、厚く
御礼申し上げます。
第 23 回大会は、2014 年 7 月 19 日（土）

20日（日）、会場は同志社大学です。
今度は京都でお会いしましょう。
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大会期間：2013 年 6月 22日（土）～ 6月 23日（日）
プレカンファレンス：6月 21日（金）
大会会場：�チサンホテル＆コンファレンスセンター新潟（4階）　越後の間	 �

新潟大学駅南キャンパスときめいと（2階）
【参加者・機器展示・後援・発表等の状況】
参加者人数　403名　（会員 208名、非会員 162名、学生 33名）
懇親会参加者　235名　（会員・非会員・学生 220名、招待者 15名）
機器展出展　18企業・団体　（機器展入場者数は未計数なるも大いに賑わう）
後援団体　７
協賛企業・団体　16
発表（一般演題）81題　（一般口演 9題、ポスター 72題）
発表（企画講演等）15題　（特別講演 2題、招待講演 2題、シンポジウム１題、
特別企画 3題、ランチョンセミナー 4題、関連企画 3題）
取材　4件

【主催】視覚障害リハビリテーション協会
【主管】第 22回視覚障害リハビリテーション研究発表大会実行委員会
【事務局】
　第 22回視覚障害リハビリテーション研究発表大会実行委員会事務局
　　〒 950-2181 新潟市西区五十嵐２の町８０５０番地
　　新潟大学 工学部 福祉人間工学科 渡辺研究室内
【実行委員会】
　大   会   長：安藤 伸朗（済生会新潟第二病院 眼科）
　大会実行委員長：渡辺 哲也（新潟大学工学部福祉人間工学科）
　大会実行副委員長：松永 秀夫（新潟県視覚障害者福祉協会）
　委    　  員：
　　伊佐 清	 （トプコンメディカル新潟）
　　石井 雅子	 （新潟医療福祉大学医療技術学部）　
　　小島 紀代子	（NPO法人障害者自立支援センターオアシス）
　　小西 明	 （新潟県立新潟盲学校）
　　中野 真範	 （株式会社 新潟眼鏡院 )
　　張替 涼子	 （新潟大学医学部 眼科）
　　星野 恵美子	（新潟医療福祉大学社会福祉学部）
　　山口 俊光	 （新潟市障がい者 IT サポートセンター）
　　山田 幸男	 （信楽園病院内科 新潟県保健衛生センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、あいうえお順）


